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毎
年
八
月
に
柳
田
國
男
ご
兄
弟
の
遺
徳

を
偲
ん
で
行
わ
れ
る
山
桃
忌
に
ち
な
ん
で
、

写
生
大
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
柳
田
國

男
生
家
周
辺
で
、
夏
休
み
の
一
日
、
緑
の

木
陰
で
の
び
の
び
と
写
生
を
楽
し
ん
で
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　
賞
を
映
丘
賞
︵
柳
田
國
男
の
ご
兄
弟
で

あ
る
松
岡
映
丘
画
伯
に
ち
な
ん
で
︶
金
賞
・

銀
賞
・
銅
賞
・
佳
作
と
し
、
参
加
者
全
員

の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
六
二
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
毎
年
八
月
に
、
柳
田
國
男
と
井
上
通
泰

の
命
日
に
ち
な
み
、
両
先
生
を
偲
ぶ
会
と

し
て
山
桃
忌
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
文
化
協
会
で
は
、
福
崎
短
歌
会
と
協
力

し
て
、
山
桃
忌
の
当
日
、
短
歌
祭
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
賞
を
通
泰
賞
・
町
長
賞
・
議
長
賞
・
教

育
委
員
会
賞
・
文
化
協
会
長
賞
・
商
工
会

長
賞
・
Ｊ
Ａ
兵
庫
西
組
合
長
賞
・
神
戸
新

聞
社
賞
と
し
、
選
者
を
楠
田
立
身
先
生
に

お
願
い
し
、
選
評
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
一
人
二
首
以
内
の
応
募
と
し
、
一
三
四

人
か
ら
二
五
六
首
の
作
品
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
毎
年
一
月
に
﹁
ふ
る
さ
と
文
化
祭
﹂
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
文
化
協
会
独
自
の
企
画
で
あ
り
、
出
演

依
頼
か
ら
舞
台
運
営
ま
で
、
す
べ
て
協
会

役
員
で
行
い
ま
す
。

　
こ
の
﹁
文
化
祭
﹂
は
、
以
前
は
﹁
音
楽

祭
﹂
で
し
た
が
、
郷
土
芸
能
を
と
り
入
れ

て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
名
称

を
変
更
し
ま
し
た
。

　
発
表
内
容
は
、
コ
ー
ラ
ス
が
主
で
す
が
、

一
般
・
保
育
所
・
小
学
校
・
中
学
校
・
高

等
学
校
・
大
学
校
と
各
年
代
に
出
演
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
昭
和
六
十
一
年
、
文
化
協
会
の
設
立
と

同
時
に
計
画
さ
れ
た
事
業
で
、
現
在
も
継

続
し
て
い
る
も
の
に
山
桃
忌
奉
賛
写
生
大

会
・
短
歌
祭
と
ふ
る
さ
と
文
化
祭
と
が
あ

り
ま
す
。
今
で
は
し
っ
か
り
と
福
崎
町
に

根
を
お
ろ
し
た
文
化
事
業
で
す
。

五
月
二
十
九
日
︵
日
︶

　
平
成
二
十
三
年
度
総
会

七
月
三
十
日
︵
土
︶・
三
十
一
日
︵
日
︶

　
山
桃
忌
奉
賛
写
生
大
会

八
月
七
日
︵
日
︶

　
山
桃
忌
奉
賛
短
歌
祭

十
一
月
二
十
七
日
︵
日
︶

　
会
員
研
修
︵
三
田
市
︶

一
月
二
十
九
日
︵
日
︶

　
ふ
る
さ
と
文
化
祭

三
月
二
十
四
日
︵
土
︶

　
役
員
研
修

　
　
姫
路
城

　
　
た
つ
の
市

福崎町文化協会では
会員を

募集しています。

福
崎
町
文
化
協
会
の

　
　
主
な
事
業
の
紹
介
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